
　これまで、何年（または何十年）に 1 回起きるかどうかわからない現象につい
て、とくに河川災害の防災や減災に関して多くの本を執筆してきました。しかし、
平常時に災害のリスクを伝えようと思っても、十分に意思が通じていないことを
痛感してきました。
　しかも、災害は世の中にあるさまざまなリスクの一つにすぎないにもかかわら
ず、一つのリスクだけを考えて欲しいというのは、その分野の専門家だけの勝手
な思いなのではないか、と感じるようになりました。
　そこで、平常時も含めて、起こり得るさまざまなリスクについて考えてもらい
たい、と意図してまとめたのが本書になります。
　日本人は、欧米人に比べてリスク意識が低いと言われています。その理由は、
日本人の多くが農耕民族であったこと、また日本が島国で周辺国との領土争いが
少ないことなどが関係していると思われます。欧米人は狩猟民族が多く、食糧と
なる獲物（バッファローやイノシシなど）を捕るのに、場合によっては食うか食
われるかの厳しい状況であったのに対して、農耕民族は台風などの災害がなけれ
ば、苗を植えて、待っていれば、自然と作物が穫れるため、危機意識が比較的少
なかったのではないでしょうか。
　また、島国ではない国は、隣国から攻められる危険性が高いため、絶えず危機
意識を持って生活する必要があり、島国である日本とは、危機意識の必要性が異
なっていたともいえるのではないでしょうか。
　こうした理由や事情もあって、日本人はリスクが低い状況にありましたが、国
際化が進む昨今、危機意識は低くても大丈夫だという思想は捨てるべきではない
でしょうか。災害・気象リスクはもちろんですが、さまざまな社会リスクである
交通事故、犯罪、火災、化学物質などにも絶えず注意して生活していかなければ
ならないと痛感しています。
　本書では、気象リスク、災害リスク、社会リスク、生活リスクの 4 種類のリス
クを対象に、その実態と対策についてまとめてみました。④の生活リスクなどは
コラムの形で記載しています。

はじめに



　①　気象リスク：水害（氾濫、土砂災害、高潮）、雷、強風、雪崩、熱中症
　②　災害リスク：地震（地震、津波、複合災害）、火山（火砕流、溶岩流、噴石）
　③　社会リスク：交通・飛行機事故、犯罪（誘拐、強盗、空き巣）、火災、化

学物質、危険生物、SNS 犯罪、食中毒
　④　生活リスク：溺死、認知症、不慮の事故
　また、各リスクの情報は、状況に応じて活用しやすいように、「平常時」、「リ
スク発生時」、「リスク発生後」、「リスクの実態とリスクへの対策」の分類も行っ
ています。
　日常的には「平常時」や「リスクの実態とリスクへの対策」の情報を見ておき、
実際リスクが発生したときは「リスク発生時」の情報を参考にできるように、記
載の工夫を行いました。
　また、「付録」を設け、クイズ形式やリスクチェック方式でリスクについて勉
強できるように工夫をしました。リスクに関して役立つ電話番号等のリストも掲
載してあります。さらに、水害による被災家屋棟数、交通事故死者数、犯罪認知
件数などの都道府県別データも、参考までに掲載しましたので、ぜひ参考にして
ください。

　令和 3 年 2 月

末次　忠司

※本書中では明治 5 年以前の年月は、旧暦（天保暦）ではなく、新暦で表示している。年次は
基本的に年号で示しているが、対象期間が複数の年号に及ぶものは西暦で示している。また、
組織名は当時の組織名で記載している。
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● リスク分類 ●

① 気象リスク
　：水害（氾濫、土砂災害、高潮）、雷、強風、雪崩、熱中症
② 災害リスク
　：地震（地震、津波、複合災害）、火山（火砕流、溶岩流、噴石）
③ 社会リスク
　：交通・飛行機事故、犯罪（誘拐、強盗、空き巣）、火災、化学
　　物質、危険生物、SNS 犯罪、食中毒
④ 生活リスク
　：溺死、認知症、不慮の事故
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　世の中にはさまざまな災害や事故があるし、自分がいつ、どこで、どれに遭遇
するかはわからない。ここでは、災害等のための保険を網羅的に紹介し、なかか
ら各個人や地域に最適な保険を選ぶ参考にしてもらいたい。
　建物の火災保険は火災、落雷、風災などに対応できるが、さらにさまざまなリ
スクに対する住宅総合保険があり、火災保険の補償対象に加えて、物の飛来、水
漏れ、盗難、水災などにも対応できる。賃貸住宅では火災保険でも良いが、賃貸
以外の物件や分譲マンションでは住宅総合保険が良い。
　生命保険については、溺死、火災、交通事故（横断中に車が衝突）、歩行中に
上空より飛来物が直撃などにより、180 日以内に死亡または高度障害状態になっ
た場合、災害死亡保険金が支払われる。しかし、地震、津波、噴火などに対して
は支払われず、災害救助法が適用された場合にかぎり、地震や津波に対して、保
険金が支払われる。感染症は災害割増特約を契約しておけば、災害死亡保険金が
支払われる。
　・水害：住宅総合保険や店舗総合保険の特約（水災）、火災保険の水災補償に

加入しておく（表）。農協共済の火災共済や風水害保険（契約件数は少ない）
でも良い。農協共済は農協組合員以外も加入でき、火災・落雷・爆発等に対
して補償される。生命保険も水害後 180 日以内の死亡、傷害に対して、保険
金、給付金が支払われる

　・高潮、土砂災害：住宅総合保険や店舗総合保険の特約（水災）、火災保険の
水災補償に加入しておく

　・落雷、雪崩、隕石：火災保険で補償される。ただし、融雪出水に対しては、
水害と同様に火災保険の水災補償に入っていないと補償されない

　・地震、津波、火山噴火：地震保険単独では契約できないので、火災保険に付
帯させる地震保険＊を契約する。津波は水災だが、地震が原因で発生するの
で、地震保険への加入が必要である

　・自動車：基本的にはどの災害も車両保険に加入しておけば良い。地震・津波・
噴火に対しては、車両保険だけでは補償されないが、車両保険に付帯した車
両全損時一時金特約に加入しておけば、災害被害に対して、一時金 50 万円

災害時のための保険
リスク分類 ▶ ① ② ③
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を受け取ることができる
　各種保険への加入状況は以下の通りである。地震保険への加入率が低いが、増
加傾向にはある。都道府県で見ると、全体的に愛知県や宮城県の加入率が高く、
沖縄県の加入率が低い。
　地震保険（家財）では損害額が家財の時価の 10％以上ないと、保険金は出ない。
種類に応じて、食器 1％、家電 2.5％、家具 4％（構成割合）などと計算され、Σ
構成割合×種類数の値に応じて
　・10 〜 30％で保険金額の 5％：一部損
　・30 〜 60％で保険金額の 30％：小半損
　・60 〜 80％で保険金額の 60％：大半損
　・80％以上で保険金額の 100％：全損
が支払われる。火災保険の損害鑑定は細かいが、地震保険の査定基準が 4 段階と
なっているのは、地震災害は広域で発生するのに対して、迅速に保険金を支払う
ためである。
　＊ 地震保険の保険基準料率は地域の地震リスクにより異なる。例えば、東京、神奈川、

静岡、高知などの 8 都県は 3 等地として料率が高い。

表　各種保険への加入状況
保険名
火災 加入率は建物 70％、家財 51％

水災への補償（特約）は 66％
平成 6年が加入率のピーク（96％）
9％（H6）→20％（H18）→30％（H27）
に増加
車両保険への加入率は 44％愛知～沖縄

宮城（52％）、愛知（42％）
～沖縄（16％）

福井・富山～沖縄

東京・宮城～秋田・島根

生命
地震

自動車

82％

約 80％
32％

75％

加入率 加入率の高い県～低い県 備　　　考



● リスク分類 ●

① 気象リスク
　：水害（氾濫、土砂災害、高潮）、雷、強風、雪崩、熱中症
② 災害リスク
　：地震（地震、津波、複合災害）、火山（火砕流、溶岩流、噴石）
③ 社会リスク
　：交通・飛行機事故、犯罪（誘拐、強盗、空き巣）、火災、化学
　　物質、危険生物、SNS 犯罪、食中毒
④ 生活リスク
　：溺死、認知症、不慮の事故
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　　防災行政無線だけでなく、ネット情報や防災ラジオも有効である。警戒レ
　ベルに応じた避難対応を行うようにする。

　テレビ、ラジオ、インターネットで気象・災害情報を収集する。インターネッ
トでは国土交通省「川の防災情報」や気象庁「防災情報」、NHK のニュース・防
災アプリなどから入手する。洪水状況をカメラのライブ映像で見れるサイトもあ
る。緊急速報メールや広報車からの情報も有効である。
　他の防災アプリには、気象庁の警報や台風情報を受信でき、最寄りの避難所を
表示する「goo 防災アプリ」（NTT レゾナントが開発）や、近くの避難所までの
経路を示す「全国避難所ガイド」（ファーストメディアが開発）などがあるので、
活用する。
　市町村の防災行政無線の情報も重要であるが、台風や豪雨時は雨音や雨戸を閉
めていて、聞こえない場合があるので、携帯電話やスマートフォンへ配信（地域
防災コミュニケーションネットワーク）したり、電話により自動音声応答装置（録
音）で確認できるサービスを利用する。
　市販されている防災ラジオ（2 000 〜 5 000 円）も有効で、ラジオを聴いてい
るとき、J アラート（全国瞬時警報システム）や防災行政無線、緊急警報信号
が流れると、あらかじめ設定した放送局へ自動的に切り替わり、放送を受信で
きる。電源スイッチを切っていても、自動的に起動して放送を受信する。防犯
アラームや SOS サイレンがついた多機能防災ラジオもある。スマートフォンは
緊急速報＊ 1 を受信できるよう、設定しておく必要がある。
　従来は大雨警報や土砂災害警戒情報＊ 2 などに基づいて、避難行動をとってい
たが、平成 30 年の西日本水害を教訓に、平成 31 年からは危険度が直感的にわか
りやすい警戒レベルに応じて、避難行動をとることが求められた。
　警戒レベル 3 では高齢者等は避難を行い、その他の人は避難準備を行う。警戒
レベル 4 では全員が避難を行う必要がある危険度である（図）。市区町村からは
警戒レベル 4 でも避難指示が発令されない場合があるが、避難指示を待っていた

災害発生直前の情報収集
リスク分類 ▶ ① ②
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ら、逃げ遅れる場合があるので、自分が危険（が切迫している）と思ったら、素
早く避難する。なお、令和 3 年の梅雨期からは警戒レベル 4 の避難勧告と指示を
区別せずに、避難指示に一本化される予定である。
　水害が発生する目安は時間 40 mm かつ総雨量 200 mm 以上である。地域差を
考えると、日雨量が年間降水量の 1 割以上になると、水害が発生する確率が高く
なる。すなわち、北海道や東北地方などの雨が少ない地域では、少ない雨量で水
害が発生する可能性がある。
　近所の町内会長、自主防災組織、近所の人などの口コミ情報も重要である。水

図　警戒レベルと避難行動
出典）気象庁ホームページ（https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/bosai/images/
　　　alertlevel202006_u_high.png）
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防団などにより、危険を知らせる半鐘が鳴らされる場合もある。また、ツイッ
ターやインスタグラム情報（越水、破堤、氾濫など）は正確な情報かどうかの精
査は必要であるが、一応参考情報として、利用するのが得策である。
　家から川の様子を見るのは良いが、洪水状況を知るために、川へ行ったり、水
田の見回りはけっして行わない。足元がぬかるんでいるので、転落するなどして
危険であるし、小さな水路も高速で水が流れるので、危険である。また、がけや
斜面の様子を見るために、がけや斜面に近寄ってはならない。
　なお、気象庁ホームページの防災気象情報（天気予報、地震情報、津波警報な
ど）は、これまで 11 か国語で提供されていたが、令和 2 年 4 月より 14 か国語で
提供されることとなった。対象言語は主要言語以外では、タガログ語、ネパール
語、クメール語、ビルマ語、モンゴル語などである。
　上記した以外の災害に関する情報収集は以下の項目を参照されたい。
　・土砂災害→「土砂災害リスク」項参照
　・火山噴火→「火山が噴火したときの対応」項参照
　・雷  災  害→「雷が鳴り始めたら」項参照
　・竜巻災害→「竜巻リスク」項参照
　＊ 1 緊急速報は最大震度 5 弱以上の地震で震度 4 以上が予想される地域、避難勧告・

指示が発信された地域、弾道ミサイル攻撃などの際の J アラート、1m 以上の津
波発生が予想された地域、特別警報（大雨、大雪、噴火）が発表された地域に送
信される

　＊ 2　土砂災害警戒情報は大雨警報が出された後に出される。土壌雨量指数と 60 分
間積算雨量のグラフで、過去の土砂災害発生時の雨量データをもとにした発表基
準線を 2 時間後に超えると予測されたときに発表される

＜参考＞
　1）　末次忠司・長井俊樹：減災のための避難行動〜岡山・小田川水害を事例として〜、水利科学、

No.366、pp.101 〜 104、日本治山治水協会、2019
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